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森林経営専門家派遣研修等を活用した建設業者に対する研修について 

 

１ はじめに 

  近年、沿岸地域では、林業に取り組む建設

業者が現れ始めており、沿岸広域振興局農林

部では、このような建設業者を支援するため、

令和５年度から研修等を行っています。 

今年度は、㈱青紀土木の森林管理事業担当

職員３名に対して、保育間伐と除伐の研修を

行いましたので紹介します。 

２ 保育間伐の研修 

  令和６年９月18日、（公財）岩手県労働対

策基金 千葉参与に講師をお願いし、保育間

伐について研修を行いました。 

主な研修内容は以下のとおりです。 

・現地発生材を利用した受け口の作り方 

・間伐する木の伐倒方向の検討 

・くさびを使った横方向に伐倒する方法 

・かかり木の処理方法 

研修現場は小面積で、斜面下部に作業道が

あるため、伐倒方向が限られ、かつ急傾斜で

したが、講師の指導により、職員は困難な現

場でも保育間伐を行うことができました。 

  また、現場での研修が終わった後、㈱青紀

土木の事務所に移動し、質疑応答や意見交換

を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 除伐の研修 

令和６年11月13日、千葉参与に再び講師

をお願いし、除伐について研修を行いました。 

主な研修内容は以下のとおりです。 

・笹刈刃の研ぎ方 

  ・現場作業の段取り 

・刈払い機を使った除伐 

昨年も同じ指導を受けた職員は、笹刈刃の

研ぎ方によって作業効率が上がることを実

感し、その重要性を再認識していました。 

４ おわりに 

  林業に参入しても、自ら補助事業を活用し

て森林整備を行うことができるようになる

には、一朝一夕にはいきません。当部では、

建設業者をはじめとした、新たな林業の担い

手に対して、今後も支援やフォローアップを

行います。 

 

 

 

【写真上】笹刈刃の研ぎ方について説明 
【写真下】除伐の指導 

間伐する木の伐倒方向の検討 


